
第 ３９４４ 号報官水曜日平成 １６ 年 ９ 月 ２９ 日

（
前

の

ぺ

ー

ジ

よ

り

続

き
）

公

聴

会

一

般
ガ

ス

供

給

約

款

の

変

更

の

認

可

に

係

る

公
聴
会
の
閑
催

（
東
北
経
済
産
業
局
）

国

土

調

査

法

に

基
づ

く

国

土

嗣

査

と

同

一

の

効

果

が

あ

る

も

の

と

し

て

の

指

定

の

公

告

（
国
土
交
通
省
）

〔
公

告
〕
．

諸

事

項

官
庁財
団
、

投

資

顧

問

業

者

営

業

保

証

金

取

戻

し

関

係

裁
判
所

相

続
、

公

示

催

告
、

失

暁
、

破

産
、
免

責
、

特

別

清

算
、

会

社

更

生
、

再
生

関

係

特
殊
法
人
等

厚

生

年

金

基

金

清

算

結

了

・

清

算

人

退

任
、

企

業

年
金

基

金

設
立

関

係

会

社

そ

の
他

二三三≡…

令

○
像
櫨
省
令
第
百
二

十
一

号

日

本

■

僑

口

請

蛛

式

会

社

等
に

関

す

る

法

俸

（
晒

和

五

十

九

年

法

律

第

八

十

五

号
）

第
二

条

第
三

項

第
一

号

の

規

定

に

基
づ

き
、

日
本

竈
信

■

請
株

式

会

杜

等

に

関

す

る

法

律

第

二

条

第

三

項

第

一

号

の

区
城

を

定
め

る

省
令

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

を

次

の

よ

う

に

定

め

る
。

平

成

十

六

年

九

月

＝

十

九

日繕
務
犬

臣

麻
生

太
郎

日

本

竈

信

■

話

株

式

会

社

等

に

関

す

る

法

律

第

二

条

第

三

項

第

一

号

の

区
城

を

定

め

る

省

令

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

日
本
亀
信
■
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法

律
第

二
条
第

三

項

第

一

号

の

区

域

を

定

め

る

省

令

（
平

成

十

一

年

整

政

省

令

第

二

十

四

号
）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改
正

す

る
。

別

表

第

一

第

十

号

中

『
行

方

郡

潮

来

町

大

字

潮

来
」

を

「
潮

来

市

潮

来
」

に

改

め
、

同

表

第

十

五

号

ハ

中

「
北

巨

序

郡

白

州

町

大

武

川
」

を

『
北

杜

市

白

州

町

大

武

川
」

に

改

め

る
．

別

表
第

二

第

十

六

号

中

「
佐

伯

町

浅

原

中

山
」

を

『
廿

日
市

市

浅

原
」

に

改

め

る
．

附

則

こ

の
省

令

は
、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る
．

た

だ

し
、

別

表

第
一

第

十

五

号

ハ

の

改

正

規

定

は
、

平

成

十

六

年

十

’

号

薬

事

法

及
ぴ

採

血

及
ぴ

供

血
あ

つ

せ

ん

業

取

緒

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（
平

成

十

四

年

法
律

第

九

十

六

号
）

の

施

行

に

伴

い
、

並

ぴ

に

薬

箏
法

＾
昭

和

三

十

五

年

法

律

第

百

四

十

五

号
）

第

三

十

九

条
第

三

項
第

一

号
、

第

三

十

九

条

の

三

第

二

項

及

ぴ

第

四

十

条

の

二
第

四

項

第
一

号

の

規

定

に

基
づ

き
、

薬

局

等

杣

造

設

備

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

を

次

の

よ

う

に

定

め

る
。

平

成

十

六

年

九

月

二

十

九

日

只
生
労
Ω
大
臣

尾
辻

秀

久

薬

局

等

杣

造

設

傭

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

藁
局
等
杣
造
般
傭
規
則

（
昭
和
三
十
六
年
口
生
省

令
第

二

号
）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る
。

第

四

条

の

見

出

し

中

『
医

漬

用

具
」

を

「
医

療

櫨

器
」

に

改

め
、

同

条

中

『
医

療

用

具

の

販

売

集

及

ぴ

行

貸

薫
」

を

『
高

度

管

理

医

療

概

器

又

は

特

定

保

守

管

理

医

療

概

器

の
販

売

集

及
び

賃

貸

薫

並
ぴ

に

同

法

第

三

十

九

条

の

三

第

一

項

に

親

定

す

る

管

理

医

療

機

器

の

販

売

業

及

ぴ

賃

貸

集
」

に

改

め

る
。

仁

第

十

四

条

の

五

の

見
出

し

を
「
＾
医

療

欄

器

の

修

理

業

の

■

業

所

の

幻

造

殴

術
）
」
に

改

め
、

同

条

第
一

項

中

『
医

療

用

具

の

製

造

所

（
当

該

製

造

所
の

製

造
が

既

存

の

医

療

用

具

の

雀

理

で

あ

る

均

合

に

限

る
．
次

項

に
お

い

て

同
じ
。
）
」

を

「
法

第

四

十

条

の

二

第

一

項
に

規

定
す

る

医

療

膿

器

の

修

理

薫

の

事

集

所
」

に

改

め
、

同

項

第
一

号

中

『
医

療

用

具
」

を

『
医

療

欄

器
」

に

改

め
、

同

項

第

二

号

中

「
医

療

用

具
」

を

「
医

表

欄

器
」

に
、
『
製

造

業
者
」

を

『
修

理

業

者
」

に

改

め
、

同

条

第

二

項

中

「
医

療

用

具

の
製

造

所
」

を

「
医

療

櫛

器

の

修

理

桑

の

事

業

所
」

に

改

め
る
．

附

則

こ

の

省

令

は
、

薬

事

法

及

ぴ

採

血

及
ぴ

供

血
あ

つ

昔

業

取

締

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

の
施

行

の

日

（
平

十

七

隼

四

月

一

日
）

か

ら

施

行

す

．

○
口
林
水
産
省
令
第
七
十
一
易

植
物
防
疫
法

（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
五
十
一

号
）

第

七

条

第

一

項

第

一

号

の

規

定

に

基

づ

き
、

植

物

防

疫

法

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

省

令

を
次

の

よ

う

に

定

め

る
．平

成

十

六

年

九

月

二

十

九

日

竈
林
水
産
犬
臣

島
村

宜
伸

植
物
防
疫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

植

物
防
疫

法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年
膚
林
省
令
第

七

十

三

号
）

の

一
部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る
．

別

表

二

の
一

の

項

植

物

の

欄

中

「
及

び

第

三

十

六
」

を

『、

第

三
十

六

及
ぴ

第

四
十

三
」

に

改

め
、

付

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る
．

四

十

三

ブ

ラ
ジ

ル

連
邦

共

和

国

か

ら

発

送

さ
れ
、

他

の

地

域

を

経
由

し

な

い

で

輸

入

さ

れ

る

ト

ミ
ー

ア

ト

キ

ン

ス

種

の

マ
ン

ゴ

ウ

の

生

果

実

で

あ

つ

て
＾

林

水

産

犬

臣

が

定

め

る

基

準

に

適

合

し

て
い

る

も
の
・

附

則

こ

の

省

令

は
、

公

布

の

日

か

ら
施

行

す

る
．

○

繕

窃

省

告

示

第

七

百
一
一
十

七

号

政
党
助
成
法

（
平
成
六
年
法
律
第
五

号
）

告

示

○
金
＾
庁
告
示
第
五
十

号

銀
行
法

（
昭
和
五
十
六
年
法

律
第

五
十
九
号
）

第
四
十

七

条

第

二

項
、

第

三

項
、

第

二

十
六

条

第
一

項

及
び

第

二

十

七

条

の

規

定

に

よ

り
、

シ

テ

４

パ

ン

ク
、

エ

ヌ

・

エ

イ

在

日

支

店

に

対

し
、

認

可

の

取

消
し

及
ぴ

業

務

の

一

部

停

止

を

命

じ

た

の

で
、

銀

行

法

第

五

十

六

条

第

一

号

及

ぴ

第

二

号

の

規

定

に

基

づ

き
、

次

の

と

お

り

告

示

す

る
。

平

成

十

六

年

九

月

二

十

九

日

金
融
庁
長
官

五

味

廣
文

一
．

認

可

の

取

消

し

の

範

囲

丸

の

内

支

店
、

名

古

屋

出

張

所
、

大

阪

出

張

所
、

福

岡
出
張
所

二

取

消

し

の

効

カ

発

生

日

平

成

十

七

年

九

月

三

十

日

三

業

務

の

一

部

停

止

の

軸

囲

平

成
十

六

年

九

月

二

十

九

日

か

ら

平

成

十

七

年

九

月

二

十

九

日

ま

で

の

間
、

丸

の

内

支

店
、
名

古

屋

出

張

所
、

大

阪

出

張

所
、

福

岡

出

張

所

に
お

け

る

す

ぺ

て

の

業

務

（
既

存

取

引

の
解

消

及
ぴ

こ
れ

に

付

随

す

る

業

務

を

除

く
．
）平

成

十

六

年

九

月

二

十

九

日
か

ら

平
成

十

六

年

十

月

二

十

八

日

ま

で

の

問
、

個

人

金

融

本

部

に

お

け

る

外

貨

預

金

業

務

に

か

か

る

新

規

萬

客

と

の

取

引

業

務

（
既

存

頑

客

と

の

取

引

を

除

く
．
）

四

命

令

発

出

日

平
成
十
六
年
九
月
十
七

目

第
六

条

第

二

項
に

お

い

て

準

用

す

る

同

法

第

五

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

政

党

交

付

金

の

交

付

を

受

け

よ

う

と

す

る
政

覚

の
届

出

事
項

の

臭

動

の

届

出

が

あ

っ

た

の

で
、

同

法

第

六

条

第
二

項

に

お

い

て

準

用

す

る

同

法

第

五

条

第

四

項
の

規

定

に

基

づ

き
、

次

の
と

お

り

告

示

す

る
．

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九

日

総
務
犬
臣

麻
生

太
郎

政

党

の

自
由
民
主
党

名

称

臭

助

箏

項

所
口
国
会
邊
員

一
頴
謬
費
一

新

氏

名
武

田

良

太

住

所
福

岡

県

田

川

郡

赤

池

町
赤
池
九
七
０
１
一

一
五

選
出
区
分

衆
融
院
鐵
員

福
岡

県
第
十
一
区

旧

届

出

年

月

日

平

成

十

六

年

九

月

三

日


